Le paradoxe proustien - autour de la presence / absence - by 國房 吉太郎
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　マルセル・プルーストの『失われた時を求めて』（1）の第三篇「ゲルマントの方」で語り手は、
憧れていたゲルマント公爵夫人と夜会で言葉を交わしたり、また夕食に招かれたりするようにな
る。物語が進むにつれて、語り手はゲルマント公爵邸の常連になり、公爵夫人が招いた貴族たち
と出会う。その貴族たちのなかにはアグリジャント大公やシストリア大公等がいるのだが、現実
の彼らは、立派な名前を持っているにもかかわらず、その生身の顔には知性のかけらもない。し
かし、アグリジャント大公の母親がモデナ公爵の孫娘にあたるダマス家の出だときいたとたんに、
アグリジャント大公は生身の顔や声から解放されて、単なる称号のダマスやモデナとともに、前
よりはるかに魅惑的な結合を作り上げることになる。アグリジャント大公のような高貴な名前は
別の名前に惹き寄せられて、語り手の内面で次々と色の変わる模様を描き出している。
  Chaque nom déplacé par l’attirance d’un autre avec lequel je ne lui avais soupçonné aucune 
affinité, quittait la place immuable qu’il occupait dans mon cerveau, où l’habitude l’avait terni, 
et, allant rejoindre les Mortemarts, les Stuarts ou les Bourbons, dessinait avec eux des 
rameaux du plus gracieux effet et d’un coloris changeant. Le nom même de Guermantes 
recevait de tous les beaux noms éteints et d’autant plus ardemment rallumés auxquels 
j’apprenais seulement qu’il était attaché, une détermination nouvelle, purement poétique.（2）
  一つひとつの名前が、とても共通点があるなどと思えなかった別の名前に惹き寄せられ、
私の頭のなかで占めていた不動の場所　　習慣がその名前を曇らせていた場所　　を離れて、
モルトマール家や、スチュアート家、あるいはブルボン家などに合流すると、そのときこの
名前はこれら名家とからみあって、次々と色の変わるとびきり優雅な小枝模様を描き出す。
ゲルマントの名前さえも、これらの消え去った美しい名前、それだけにまたいっそうの激し
さでふたたび燃え上がった数々の名前、ゲルマントがそれらに結びついていることをたった
いま知ったばかりの名前から、新しく純粋に詩的な決定要素を受けとるのだった。
ゲルマント公爵邸で出会ったアグリジャント大公の容貌が魅力的ではないのに対して、アグリ
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ジャント大公という名前とダマス、モデナという名前との結合は語り手にとって魅惑的である。
ダマス家の出の人物やモデナ公爵という人物は、『失われた時』のこの挿話では不在であるが、
一方、アグリジャント大公は語り手の眼前に存在している。両者の名前の結びつきが魅惑的なの
は、ダマス、モデナという人物の不在が、語り手の想像力に働きかけて、色の変わる小枝模様の
イメージを描かせているからである。
　アグリジャント大公の名前だけではなく、他の貴族のそれもまた、モルトマール家、スチュ
アート家、ブルボン家等と合流して、語り手を夢想の世界へ導き入れている。名前に関係するこ
の挿話では、「習慣」という語が一度使用されているのだが、「習慣」は『失われた時』に繰り返
し登場する、主要なテーマの一つである。引用された「ゲルマントの方」の挿話では、この「習
慣」が、名前の輝きを失わせていたのだが、それらの名前はモルトマール家、スチュアート家、
ブルボン家という不在の名家に合流し、語り手の「習慣」から解放されて、次々と色の変わるイ
メージを語り手に描き出している。
　ゲルマントという名前もまた、「習慣」から解放されて場所を移動し、消え去って美しく、ま
た、それによって指示される対象が不在の名前と結び付く。指示対象が不在の名前は、不在であ
るだけにいっそうの激しさでふたたび燃え上がってイメージを喚起するのだが、もし、その名前
をもった生身の人物が目の前にいたなら、やはり名前と容貌の不一致が生じて、語り手の夢想は
失われてしまうであろう。ある名前と別の名前とが描き出す小枝模様のイメージは、名前が消え
去って不在であるということが与える、不在の存在なのだが、また、この不在のイメージの存在
は、存在しながらもなお、美しい名前が消え去ってしまって不在である、ということをまた同時
に示してもいる。というより、あるいはむしろ、名前は自分の存在を明示しないことによって、
明示しているのであり、その明示が、そうするということの不可能の、まさに明示になっている。
　語り手はゲルマント公爵邸に招き入れられて、「名前たちの住む魔法の世界 le monde enchanté 
des noms（3）」に来たと思ったのだが、招待客の貴族たちの現実に失望する。招待客の名前と、消
え去った名前とが描き出す小枝模様は、語り手自身の内面に展開する名前の世界である。アン
ヌ・シモンの著作『プルースト　あるいは見出された現実』には、プルーストの世界と自己との
関係についての記述がある。
  Cette relation d’enveloppement entre le monde et le moi explique que le fantasme lui-
même puisse devenir créateur d’existence (l’amour est une illusion dont les souffrances n’en 
sont pas moins réelles), ou révéler un aspect véritable du monde ou d’autrui.（4）
  　世界と自己との間にあるこの包含の関係は、幻想それ自体が存在の創造者になり得る
（愛とは、その苦痛がそれでもなお現実的な幻想である）、または世界かあるいは他者の真
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実の様相を明らかにすることができる、ということを説明する。
貴族の生身の顔に失望した語り手は、内面に名前の想像上の世界を展開するのだから、語り手は
名前の世界を内面に包含していると言える。語り手の外側には現実の名前の世界が存在している
のに対して、不在の名前を結び付けて描き出された語り手の内面世界は幻想である。シモンによ
れば、「幻想それ自体が存在の創造者になり得る」のであって、この主張は引用された「ゲルマ
ントの方」の挿話にも通じている。なぜなら、語り手は想像することで名前の幻想の世界を繰り
広げていて、そのような語り手の想像する姿が、『失われた時』全体という、人や土地の名前を
並べて眺め、イメージを描き出す幻想世界の構造としての存在を創り上げる、より巨視的な語り
手の姿に重なるからである。『失われた時』という存在を構成する主な要素のうちの一つは、名
前に関係する夢想なのだが、やはり「ゲルマントの方」の名前の挿話でも、不在の名前がイメー
ジという幻想の存在の創造者になっている。それと同時に、名前の幻想が、プルーストの小説の
存在という、いわば幻想的現実を成立させてもいる。
　シモンは幻想について語るにあたり、パランテーズを用いて「愛」を例に挙げている。愛の苦
痛は現実的な幻想であると、シモンにはみなされているが、この愛の苦痛のあり方は、『失われ
た時』に含まれている語り手の苦痛に深く結び付くものである。語り手に愛の苦痛を感じさせて
いるものを一つ挙げるとすれば、アルベルチーヌの同性愛であろう。アルベルチーヌが同性愛者
なのではないかという疑惑が語り手を苦しませるが、調査してもその確証は得られず、彼女の同
性愛は語り手にとって幻想の域内にとどまっている。しかし、このアルベルチーヌの悪徳の幻想
が語り手に与える苦痛そのものは、現実なのである。また、この現実的な感覚を与える幻想は、
やはり名前から浮かび上がるイメージとも重なり合う、というのは、不在の名前のイメージは、
その名前に指示される人物を目の前で意識することなく、純粋な状態で生成された真実の幻想だ
からであって、もし、名前をもった人物と向き合って相手を意識していたなら、その相手に対す
る意識に妨げられて、内面に沈潜した本質的な出会いは手に入らない。このような現実に存在す
る者同士の出会いは現実ではあったとしても、表面的なものにとどまり、名前のイメージとの出
会いに比べて、真実からはより遠くにある。
　プルーストの真実の様相は、世界と自己との間にある包含の関係によって明らかにされる、と
シモンは記述していたが、名前の世界を語り手が包含することで明らかにされる真実の様相は、
次々と色の変わる小枝模様のイメージというかたちをとっている。アルベルチーヌの悪徳の幻想
が語り手に苦痛という感覚の真実を与えたように、幻想的な虚構のイメージが語り手に名前の世
界の真実を明らかにする。またそれと同時に、名前のイメージの真実は、名前が不在であり、名
前の現実には失望がつきまとうということを告げてもいる。語り手が位置しているのは一体、現
実なのか、虚構なのか、どちらか決定することはもはや不可能なのではないだろうか。
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　ゲルマントの名前と、消え去り、またそれだけにいっそうの激しさで燃え上がった数々の名前
とを結び付ける語り手の夢想は続く。小枝模様だったイメージは、ゲルマントという堂々とした
幹をもち、そこからはりだした枝の先には賢明な王や有名な王女の姿が花開く。こうした想像上
の人物たちの顔は、現実の会食者たちの顔とは異なり、物質的な経験や社交生活の残りかすとは
無縁である。
  elles [ = ces faces ] restait, en leur beau dessin et leurs changeants reflets, homogènes à ces 
noms, qui, à intervalles réguliers, chacun d’une couleur différente, se détachaient de l’arbre 
généalogique de Guermantes, et ne troublaient d’aucune matière étrangère et opaque les 
bourgeons translucides, alternants et multicolores, qui, tels qu’aux antiques vitraux de Jessé 
les ancêtres de Jésus, fleurissaient de l’un et l’autre côté de l’arbre de verre.（5）
  こうした顔は、美しいデッサンと変わりやすい色の反映とに包まれて、いつまでも名前と
同質のものとしてとどまっていた。そしてそれらの名前は、規則正しい間隔をおき、それぞ
れが別な色を身につけて、ゲルマントの家系図の幹から枝わかれしていた。まるでエッサイ
の株を描いた古いステンドグラスにあらわれるキリストの祖先たちのように、ガラスの木の
両側には透き通った蕾が互いちがいに色とりどりの花を開くのだが、これらの名前は不透明
な異物によってそうした蕾を曇らせるようなことも、まったくないのだった。
代名詞 elles を主語にして始まっているが、この代名詞が受けているのはプレイヤッド新版の三
行上にある王や王女たちの「こうした顔 ces faces 」である。これらの顔は語り手の内面に想起
されたものであり、その名前であるアンリ四世の父親とかロングヴィル公爵夫人とは同質のもの
としてとどまることができているとされている。前に引用された名前の挿話に関係する部分で、
アグリジャント大公の称号とその知性のない生身の顔に不一致があったのに対して、イメージさ
れた顔は指示記号である名前にぴったりと重なり合っていて、語り手の理想の世界を創り出して
いる。イメージされた顔は「それぞれが別な色を身につけて」いて、前に引用された部分にあっ
た「次々と色の変わる」小枝模様に視覚的に対応している。小枝は語り手の夢想が展開するにつ
れて蕾をつけて開花し、ゲルマントの家系図の幹を飾り立てている。不在の人物のイメージが
エッサイのステンドグラスの構造を借用して展開しているが、このイメージのステンドグラスが
『失われた時』全体の仕組みを照らし出しているように思われるのは、語り手が小説の他の部分
でも比較的頻繁に、内面のヴィジョンを膨らませてエクリチュールを紡ぎ出し、物語を進展させ
ているからである。大木のように伸び広がったゲルマントの家系図を眺めることは、長大で大木
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のような『失われた時』の小説としての構造を把握することにつながっている。家系図のイメー
ジは『失われた時』という小説としての外部を表象する語り手の内面なのである。
　ゲルマントの家系図の幹が別の名前に結び付いて、エッサイの株を描いたステンドグラスのイ
メージを想起させる。エッサイの株はイエス・キリストの系図を指し示し、エッサイのはるかな
子孫にイエスが生まれる。語り手のイメージの中で、イエスは不在の人物の名前を代理していて、
その不在の名前は消え去った美しい名前であるだけに、いっそうの激しさで燃え上がっている。
イエスもまた、苦痛による殉教という美しい死によって陶酔の感覚の象徴になったのだが、イエ
スの美しい死の快楽は不在の名前に重なることで、名前のイメージから受け取る語り手の陶酔を
暗示している。
　プレイヤッド新版は引用されたゲルマントの家系図の挿話に注記をして、草稿を参照するよう
促している。草稿では、引用箇所にある「別な色 couleur différente」という語句の後にパラン
テーズで「ギーズ、ヨーク、シュヴルーズ、スービーズ、ジョワンヴィル、トゥルネ＝シャラン
ト、オマール Guise, York, Chevreuse, Soubise, Joinville, Tournay-Charente, Aumale（6）」という人
物名が挿入されていて、これらの人物名が、語り手のイメージにある「別な色」を想起させる名
前の具体例になっている。決定稿では削除された部分ではあるが、プレイヤッド新版に載せられ
ている草稿は、エッサイのステンドグラスのイメージが人物の名前と深く関係すると同時に、プ
ルーストにとって、名前が色彩感覚を獲得し得るものであるということを明示している。
　プルーストと名前の関係は注目されることが比較的多い主題であると言える。土地の名前にふ
れる挿話は『失われた時』の他の部分にもあり、この作品の主要素の一つになっていて、そこで
は色彩だけではなく、文字の形式や音声が名前に関連付けられている。ロラン・バルトもまた、
論文「プルーストと名前」において、プルーストの固有名詞体系について論じている。
  il [ = le nom proustien ] peut être lu tout seul, « en soi », comme une totalité de significations 
(Guermantes contient plusieurs figures), bref comme une essence (une « entité originelle », 
dit Proust), ou si l’on préfère, une absence, puisque le signe désigne ce qui n’est pas là ;（7）
  プルーストにおける名前はまったく単独に、《それ自体として》、いくつもの意味作用の総
体として（ゲルマント
4 4 4 4 4
はいくつもの姿を含む）、要するにある本質として（プルーストの言
う《本源的な実体》として）読むことができるし、あるいはまた、こう言ったほうがよけれ
ば、ある不在として読むことができる。というのも、記号は現存しないものを指示するから
である。
バルトによれば、プルーストの固有名詞ゲルマントはいくつもの姿を含む容器である。エッサイ
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の株を描いたステンドグラスの挿話では、ゲルマントの家系図の幹は枝を伸ばして別な色をもっ
た名前を開花させている、つまり、ゲルマントという名前がほかの名前の姿を含み、名前の総体
としてのイメージを語り手に提出していたのである。語り手の内的ヴィジョンは、数々の名前を
含む総体的なスペクタクルであり、この点でゲルマントの家系図の挿話はバルトの主張とよく響
き合っている。
　バルトの「プルーストと名前」では、名前は「まったく単独に」読まれるとされているが、プ
ルーストの名前が持っているこの記号の次元は、シニフィアンとシニフィエに関連している。固
有名詞ゲルマントというシニフィアンは、小説の全体的な視野ではゲルマント公爵やゲルマント
公爵夫人という人物としてのシニフィエに結び付いているが、ゲルマントの家系図の挿話では、
シニフィエとの関係よりも、シニフィアンによる、他のシニフィアンとの関係が重視されている、
というよりも、シニフィアンでしかないのである。指示対象を想起させることなく、シニフィア
ンが「 « それ自体として en soi » 」知覚されていて、この点はバルトがギュメによって強調し
ているところである。
　プルーストの名前を「それ自体として」読む、ということを、バルトはさらに「要するに」と
いう語で言い換えて、「本質 essence」として読むことであるとみなしている。語り手がゲルマ
ントという名前に消え去った不在の名前を結び付けてイメージを展開する時、彼は想像力を行使
して本質的な時間を手に入れている。その本質がプルーストの言う「本源的な実体 entité 
originelle」なのだから、名前に関係する本質的な時間は、まさに文字通り語り手の「起源 
origine」を指し示すものだと言える。
　「本質」や「本源的な実体」等のように、バルトはいくつものキーワードを出してプルースト
の名前について論じている。「不在」もまた、バルトが名前を論じるにあたり使用している語の
うちのひとつである。「プルーストにおける名前はある不在として読むことができる」とされて
いる。ゲルマントはある不在として読めるが、イメージの存在をもたらす不在なのであって、ゲ
ルマントから伸び広がるガラスの木のイメージは、まさに不在から生じる「不在の在」である。
　現存しないイメージを指示するものが記号であり、その記号の例として、ゲルマントが挙げら
れる。ゲルマントから伸びる枝の模様は幻想なのであり、このことをシモンの表現を借りて言い
換えれば、ゲルマントの「幻想それ自体が存在の創造者になり得る」。ゲルマントはイメージと
して存在することでまさに不在になっていて、それがプルースト的世界の真実の様相を明らかに
している。
　語り手にイメージされた小枝模様は、ゲルマント家の部屋の中では物としては存在しない。小
枝模様はゲルマントという記号から、生きた植物のように伸び広がった不在のイメージである。
ゲルマントの記号の働きこそ、ないものを喚起するということである。不在を喚起する存在とし
ての、ゲルマントという「不在の在」によって、プルースト的な記号の一側面があらわにされて
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いる。
　第三篇「ゲルマントの方」で語り手は、不在の名前から次々と色が変わる家系図のイメージを
受け取っていたが、『失われた時』の他の場所でも、不在は重要な役割を果たしている。第六篇
「逃げ去る女」でアルベルチーヌは失踪後、事故死して不在になり、語り手に心的な苦痛を与え
る。「ゲルマントの方」で想起された家系図が次々と色が変わる多色のイメージだったように、
「逃げ去る女」においても語り手には、黒い髪とバラ色の頬をした不在のアルベルチーヌの姿が
目に見える。
  Je revoyais Albertine s’asseyant à son pianola, rose sous ses cheveux noirs ; je sentais, sur 
mes lèvres qu’elle essayait d’écarter, sa langue, sa langue maternelle, incomestible, 
nourricière et sainte, dont la flamme et la rosée secrètes faisaient que, même quand 
Albertine la faisait seulement glisser à la surface de mon cou, de mon ventre, ces caresses 
superficielles mais en quelque sorte faites par l’intérieur de sa chair, extériorisé comme une 
étoffe qui montrerait sa doublure, prenaient, même dans les attouchements les plus externes, 
comme la mystérieuse douceur d’une pénétration.（8）
  私には、ピアノラの前に座ろうとする黒い髪とバラ色の頬をしたアルベルチーヌの姿が目
に見える。私の口を押し開こうとする彼女の舌が、唇の上に感じられる。母の舌のような、
食べられはしないが滋養ゆたかな聖なるその舌の、秘かな炎と露のおかげで、たとえアルベ
ルチーヌがただ私の首筋や腹の上にそれを滑らせるだけのときも、その表面的な愛撫は裏地
を見せた布のように、いわば内側をさらけ出した彼女の肉体によって行われ、そっと外側に
ふれるだけでもまるで深く入り込むような神秘的な快さを与えるのであった。
アルベルチーヌが語り手のパリの住居を初めて訪ねてきたのは、午前中いっぱい冷たい霧がか
かっていた日で、部屋では朝から温水暖房装置が作動していた。アルベルチーヌが語り手のもと
を離れて事故死し、不在になった後のある朝、以前のように温水暖房装置が点火されて、その
しゃっくりのような音の感覚に無意志的記憶が働き、アルベルチーヌが想起されて、語り手を舌
で愛撫する。過去の音の感覚と現在のそれとの類似性が語り手にアルベルチーヌを無意志的に想
起させているので、現在のアルベルチーヌのイメージは、過去の彼女と出会っている語り手の感
覚の隠喩によってもたらされていることになる。想起されたアルベルチーヌのイメージは、隠喩
によって過去のアルベルチーヌを単に代理するものというよりも、新しく想像力によって生成さ
れた本質的な幻想であり、バルトに引用されたプルーストの「本源的な実体」である。
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　語り手の口を押し開こうとして、アルベルチーヌは舌を外に出す。アルベルチーヌの舌は食べ
られはしないが、滋養ゆたかなものとされている。彼女の舌が「母の maternelle 」という形容
詞で修飾されていることから、舌が与える滋養は、母親が子供に与えるおやすみのキスを暗示す
ると同時に、この母親のイメージはアルベルチーヌという恋人の姿と重なり合って、母親との近
親相姦的な背徳を小説に導き入れる。
　舌は恋人の愛撫と母親の愛情という滋養とを同時に与える。滋養という語は恋人と母親が与え
る愛撫の快楽の隠喩になっていて、この隠喩が「食べられはしないが滋養ゆたかな incomestible, 
nourricière 」舌という形容矛盾を生じさせている。さらに三つ目の形容詞「聖なる sainte 」が
神聖ではないイメージを表現するために錯誤的に用いられて、近親相姦的な快楽の悪徳を逆説的
に際立たせる効果をテクストに与えている。
　語り手が唇の上にアルベルチーヌの舌を感じる時、彼女の肉体は内側の一部を外部にさらけ出
していることになる。彼女は外部にさらけ出された舌を、語り手の首筋や腹の表面、つまり語り
手の外側に滑らせるのだが、語り手にはこの舌の愛撫が単なる表面的なものには感じられない。
舌は外に出されてもなお、内的なものであるという性質を保持していて、「彼女の肉体の内側 
intérieur de sa chair」と表現された後、「外在化された extériorisé 」という語で修飾される。ア
ルベルチーヌのキスの挿話では、舌は「外在化された内部 intérieur extériorisé」であり、「食べ
られはしないが滋養ゆたかな聖なるその舌」という語句に続く第二の形容矛盾を生じさせている。
外在化されれば、内部は内部ではなくなってしまい、それが内部のままとどまることは不可能な
のではないか。
　プルーストはアルベルチーヌの舌を「裏地を見せた布」と比喩的に表現している。布を眺める
時、視覚は布の外側をとらえるが、折れて裏地がめくれていれば、外側から布の内側としての裏
地へと視覚は移ってゆく。それと同様に、アルベルチーヌの身体の外側が視覚的にとらえられる
時、視線が彼女の舌へと移れば、外に出された外部としての舌と同時に、依然として内的なもの
であり続ける内部としての舌もまた同時に示される。語り手が触れているのはアルベルチーヌの
身体の外部なのか内部なのか、決定することは不可能である。このキスの挿話では、内部と外部
とを隔てる境界が揺さぶられて、メビウス的な驚異の空間が展開している。
　「逃げ去る女」のこの挿話では、内部と外部に関係する語が多く使われている。アルベルチー
ヌの愛撫は「外側の externe」という形容詞で修飾された後、「浸透 pénétration」の快さにたと
えられている。皮膚が触れ合っているだけであれば、二人のうち一方からもう一方へ「入り込む 
pénétrer」ものはない。「浸透」は幻想であり、「神秘的な mystérieuse」快さを持っている。
　ミシェル・シュネデールはその著作『プルースト　母親殺し』において、アルベルチーヌのキ
スの挿話に言及している。シュネデールもまた intérieur、extérieur という語を用いて、この挿
話にある内部と外部の構造について述べている。『プルースト　母親殺し』の他の場所でのよう
プルーストにおけるパラドックス 113
に、内容は語り手と母親との関係にまで及んでいる。
  Il y a la langue, morceau de chair, à la fois enclose à l’intérieur de la bouche, et qui peut, 
si on la tire, se voir à l’extérieur et pénétrer l’intérieur d’une autre bouche, et puis la langue 
parlée. En répétant une seconde fois le mot langue, en le précisant de l’adjectif maternel, 
Proust opère presque consciemment la confusion entre les deux sens de ce mot. Confondant 
Maman et Albertine, il esquisse le thème d’une pénétration par les mots.（9）
  　まず肉体の一片である舌 langue がある。口腔内に閉じこめられているが、また同時に表
に突き出せば外に見え、別の口の内部に入り込むことができる。それから話される言葉 
langue がある。プルーストはこの「ラング」という語を二度目に繰り返したとき「母の」
という形容詞をつけることによって、この語の二つの意味の混同をほとんど意識的に引き起
こしている。そしてママンとアルベルチーヌを混同し、言葉による 挿
ペネトラシオン
入 の主題をスケッチ
する。
アルベルチーヌの舌の愛撫は語り手の首筋や腹の上を滑り、さらにシュネデールの想像力によっ
て語り手の口腔の内部に入り込む。語り手の内部に入り込んだとしても、アルベルチーヌの舌は
彼女の内側から外側に突き出されていて、外在化された内部としてとどまっている。しかし、こ
の内部はアルベルチーヌのものであると同時に、語り手の口腔の内部でもある。また、語り手の
口腔内への外部の侵入でもあり、その外部とは、まさにアルベルチーヌの舌という、彼女の内部
にほかならない。口腔内に挿入したとしても、内部と外部のはっきりとした区別は困難である。
　シュネデールがやはり指摘しているように、langue という語には「舌」と「言葉」の二重の
意味が込められている。舌が語り手を愛撫して内側にまで入り込んだように、言葉が愛撫し、挿
入される。langue に「母の maternelle」という形容詞が付加されているのは、語り手の幼少時に
ジョルジュ・サンドの『フランソワ・ル・シャンピ』を読み聞かせた母親の姿に、アルベルチー
ヌのイメージを重ね合わせるためではないか。母親が発するサンドの言葉が語り手を包含してそ
の内面に入り込んだという記憶が、アルベルチーヌとの想像上のキスをより背徳的なものに演出
している。
　言葉が内部に浸透して語り手を不思議な幸福感で満たすのは「ゲルマントの方」にある名前の
挿話でも同じである。ゲルマント家で語り手は招待客たちに出会い、彼らの名前は外側から語り
手を包含した後、さらに語り手の内部に入り込んで他の不在の名前と結合する。名前同士の結合
で生じた小枝模様が語り手の「言葉」という形式をとって、ふたたび外部に還元されてプルース
トの小説になる。一方、「逃げ去る女」の愛撫の挿話でもまた、語り手は「言葉／舌」が挿入さ
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れるというイメージを想起して、内部と外部に関係する不思議な快さを感じ取っている。語り手
はアルベルチーヌの「舌 langue」の表面という表層に触れることで、彼女の身体の奥深い内的
空間につながっている。また、語り手は「言葉 langue」の音声という外的要素を感じることで、
それを発する母親の内面を知るのである。
　語り手を愛撫するアルベルチーヌは死んで不在になっている。アルベルチーヌが存在していた
のは語り手にとって過去である。過去にそうしていたように、現在、語り手の目の前にアルベル
チーヌが姿を見せている、つまり、語り手は過去のアルベルチーヌと現在時に出会っているので
ある。生きたアルベルチーヌを相手にするという意識に妨げられることのない、彼女との本質的
な出会いである。不在であるだけにいっそうの激しさで燃え上がった名前のように、不在のアル
ベルチーヌは語り手といっそう密接な関係を取り結んでいる。時間外の時間に位置するアルベル
チーヌは、シモンの言う「真実の様相」を示している。語り手は過去に時間を遡っているように
もみえるが、イメージされた過去に位置するということ自体は、現在として真実の様相を示す。
アルベルチーヌを想起する語り手は、過去に逆戻りすることで、現在を進展させている。現在時
に想起されたイメージはまた、アルベルチーヌは不在であって過去の人物であるということを逆
説的に明示している。
　「逃げ去る女」で語り手の身体を愛撫するアルベルチーヌは、過去でも現在でもない不思議な
時間に身を置いている。また、彼女の舌の表面に触れるだけで、語り手は内的な空間に深く入り
込むような神秘的な感覚を与えられる。空間と時間という主題は『失われた時』のいくつもの興
味深い挿話を生み、結末で再び取り上げられることになる。最終篇「見出された時」の最後の文
章である。
  Aussi, si elle [ = la force ] m’était laissée assez longtemps pour accomplir mon œuvre, ne 
manquerais-je pas d’abord d’y décrire les hommes, cela dût-il les faire ressembler à des être 
monstrueux, comme occupant une place si considérable, à côté de celle si restreinte qui leur 
est résérvée dans l’espace, une place au contraire prolongée sans mesure puisqu’ils touchent 
simultanément, comme des géants plongés dans les années à des époques, vécues par eux si 
distantes, entre lesquelles tant de jours sont venus se placer — dans le Temps.（10）
  だから、もし作品を完成できるくらいに、長いあいだその力が私に残されていたら、かな
らずや私はまずその作品に、たとえそれが人間を怪物のような存在にしようとも、途方もな
く大きな一つの場所を占めるものとして彼らを描くことになるだろう。空間のなかで人間に
わりあてられた場所はごく狭いものだが、人間はまた歳月のなかにはまりこんだ巨人族のよ
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うなもので、同時にさまざまな時期にふれており、彼らの生きてきたそれらの時期は互いに
かけ離れていて、そのあいだに多くの日々が入りこんでいるのだから、人間の占める場所は
反対にどこまでも際限なく伸びているのだ　　〈時〉のなかに。
〈時〉のなかに占める場所は際限なく伸びていて、人間は同時にさまざまな時期にふれている。
アルベルチーヌが生きていた時期は去り、不在の時期が始まっている。温水暖房装置のしゃっく
りのような音の感覚が無意志的記憶を働かせて、語り手はアルベルチーヌが不在の時期にいなが
ら、彼女のいた時期にふれている。このとき、語り手は歳月のなかにはまりこんだ巨人族である。
　語り手に想起されるアルベルチーヌもまた、巨人族のようである。彼女は『失われた時』のあ
る時点で不在の女になるのだが、その占めている場所は際限なく伸びて、死を容易に乗り越え、
語り手の前にあらわれる。しかし、語り手が想起されたアルベルチーヌと出会う時、彼は過去の
彼女と再会しているのではなく、新しく生成されたイメージとしての彼女と初めて対面している
のではないか。
　「ゲルマントの方」にある不在の名前の夢想において、名前もまた怪物のように途方もなく大
きな場所を占めている。消え去った美しい名前は、語り手が位置する現在において、生き生きと
イメージとしての存在を取り戻している。過去の名前が不在のまま現在に蘇るという時間的な矛
盾に加えて、空間的なテーマもまた名前の挿話には読み取れる。名前のイメージが語り手によっ
て展開されるためには、名前は語り手が位置するゲルマント家の部屋という空間の外部になけれ
ばならない。名前は部屋という空間の外部にあり続けることで、まさにその内部に入り込むので
あり、ここにみられる名前という一種の「言葉 langue」の挿入のあり方は、アルベルチーヌの
「舌 langue 」による愛撫に響き合っている。そして、アルベルチーヌと名前は、ともに「見出さ
れた時」の最後の文章において、同時にさまざまな時期にふれる怪物という比喩を手に入れるの
である。そうした矛盾に見えるものが、どこにもないものを可視にして、語り手に夢の時間と空
間を与え、彼のテクストには「不在の在」が含まれることになる。
　ジュリア・クリステヴァの著作『プルースト　感じられる時』では、小説の最後の文章が分析
されている。死へと通じる線的な時間は『失われた時』において、アルベルチーヌや名前を不在
へと導いているが、これらの不在はイメージとしての存在に結び付いている。クリステヴァは不
在に存在の場所を与えるプルースト的な時間を、線的な時間に対置することで、『失われた時』
で探求された時間の本質を示している。
  Le temps linéaire mène implacablement à la mort (cette « crainte », ce « risque »). À 
rebours de ce temps-là, la phrase reprend un souffle géant par des retardements explicatifs 
ou par des bonds rattrapant et développant des traces auparavant constituées, effacées, non 
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résorbées. La ligne chronologique, brisée et superposée, esquisse dès lors un espace. Telle 
est l’architecture, la texture toujours déjà antérieure, d’un hors-temps.（11）
  　線的な時間は、容赦なく死へと通じている（その「不安」、その「危険」）。この時間とは
逆しまに
4 4 4 4
、文章は、説明による時間のひき延ばしや、先に組成され、削除され、しかし解消
されてはいない痕跡を再びとらえて展開する幾つかの跳躍によって、巨大な息をとりもどす。
時系列ラインは、砕かれ、積み重ねられて、その時から一つの空間を素描する。それが、時
間の外の建築であり、常にすでに先立っている織物組織＝テクスト組成のありようなのだ。
『失われた時』の結末は、プレイヤッド新版の注記や草稿の転写を参照すれば明らかなように、
非常に多くの削除と加筆、訂正がされている（12）。最後の文章のほとんど全ての語が削除されて
書き直されているといっても言い過ぎではない。クリステヴァの『プルースト　感じられる時』
の第Ⅷ章「プルーストの文章」にみられる詳細な分析は草稿の研究の成果なのであり、「先に組
成され、削除され、しかし解消されてはいない痕跡」とは、決定稿に残された草稿の痕跡のこと
であるが、この決定稿と草稿との関係性が、『失われた時』に含まれている挿話同士の結びつき
に読み取れるように思われてならない。
　語り手を舌で愛撫するアルベルチーヌは先に組成された挿話に登場して、外在化された内部空
間にふれる不思議な感覚を語り手に与えている。またこの挿話では、アルベルチーヌは過去と現
在とを隔てる境界を越えて姿を現し、彼女と出会った語り手は二つの時間に同時にふれている。
「見出された時」の最後の文は「逃げ去る女」にあった愛撫の挿話の時間的及び空間的な主題を
再びとらえることで、小説の結末において巨大な息をとりもどし、語り手を小説の執筆へと導い
ている。
　クリステヴァはまた、時系列ラインが砕かれ、積み重ねられることで素描された空間を「時間
の外の建築」と表現していて、これがプルーストの小説の隠喩になっている。「時間の外の建
築」という表現は「ゲルマントの方」で語り手によってイメージされた、エッサイの株を表すガ
ラスの木に咲く花の構図の隠喩にもなる。したがって、ガラスの木に咲く花は『失われた時』全
体の構造を表象していることになる。ゲルマントのガラスの木を想像する語り手は、ある時間に
身を置きながら、ほかの時間にいて、ある空間に位置しながら、そこにはいない。時間と空間の
驚異がいくつもの挿話を結び付けてテクストの織物を組織することで、プルーストの『失われた
時』は成り立っている。
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数と頁数を併記する。Marcel Proust, À la recherche du temps perdu, édition établie sous la direction de 
Jean-Yves Tadié, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 4 vols., 1987-1989. 翻訳にあたっては「集英社文庫
版」全13巻（鈴木道彦訳、集英社、2006-07年）を参照した。以下、『失われた時を求めて』は『失われた時』
と略記する。
（２） RTP, Ⅱ, p.831.
（３） Id.
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は『新＝批評的エッセー』（花輪光訳、みすず書房、1977年）を参照した。
（８） RTP, Ⅳ, p.79.
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白水社、2001年）を参照した。
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（11） Julia Kristeva, Le temps sensible. Proust et l’expérience littéraire, Gallimard, 1994, p.519. «　»（ギュメ）、
イタリック体による強調は原文どおり。翻訳にあたっては『プルースト　感じられる時』（中野知律訳、筑摩
書房、1998年）を参照した。
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